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農

業

勢

働

問

題

三

)

ρ

河

田

嗣

郎

ご

農
業
勢
働
問
題
の
士
⊥要
素

引

農
業
螢
働
の
不
孝
均

農
業
勢
働
問
題
は
贋
き
意
味
に
於
け
る
勢
働
問
題
の

一
方
面
た
る
に
過
ぎ
の
が
、
然
し
農
業
ε
い
ふ
業
務
に
は

ま
π
そ
れ
特
有

分
性
質
の
備
は
れ
る
も
の
あ
る
が
短
め
に
、
そ
の
勢
働
に
も
從
て
特
殊

の
性
質
の
致
ふ
べ
き
あ
り

問
題
ε
し
て
之
を
講
究
す
る
に
就

い
て
は
、

】
般
的
な
紅
熱
働
問
題
ε
し
て
の
意
義

ご
此
の
特
殊
な
る
性
質
よ
り

來
る
意
義
ご
に
關
し
て
、
悉
細

の
研
究
を
読
む
る
所
が
な
く
て
は
な
ら

鳳
。
此
の
意
味

に
於
て
藪
に
、
農
業
勢
働

問
題
な

る
も
の
を
形
造
る
主
た
る
諸
要
素
に
就

い
て
、
換
言
す
れ
ば
、
農
業
勢
働
問
題
ど
い
ふ

一
の
纏

れ
る
問
題

を
造
り
成
す
が
上
の
基
礎
ε
な
る
諸
事
情
ε
諸
關
係
ε
に
就

い
て
、少
し
く
詳
か
に
致
察
を
試
む
る
こ
ε
》
す
る
。

そ
れ

に
就

い
て
先
づ
致

ふ
べ
き
こ
ご
は
、
農
業
勢
働
が
そ
の
本
家
の
性
質
こ
し
て
季
節
的
に
頗
る
不
雫
均
な
る

も
の
た
る
こ
ε

》
、
こ
の
特
殊
の
性
質

よ
り
來
る
諸
事
情
ぎ
諸
關
…係
託
こ
れ
で
あ
る
。

農
業
勢
働
が
季
節

に
依
b
繁
閑
頗
る
不
卒
均
な
る
こ
ε
は
、
誰

し
も
之
を
知
る
事
實

で
あ
・る
が
、
農
業
勢
働
は

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(二
)

第
十
三
巻

(第
三
號

二
三
)

三
一
七

.

.



論

叢

農
業
労
働
問
題
(=
.)
.

第
+
三
巻

(第
一號

二
四
)

三
『
入

歯

に
四
季

の
差

に
依

っ
て
繁
閑

あ
る
ば

か
り

で
ば
な

く
、
日

々
の
勢
働

ε
い

へ
こ
も
、
天
気
模
様

に
依
り

て
影
響

せ

ら

れ

る
所
多
く

.
卒

M
的

に
行

は

れ
難

い
も
の
で
あ

る
。
此

事

は
技
術
的
理
由

に
よ

る
こ
ε
で
、
経
瞥

者

に
取

っ

て
も
都
合

よ
か
ら
源

こ
ど
.で
あ
る
し
、
文
勢

働
者

に
取

っ
て
も
甚

だ
具

合
の
悪

い
こ
ご
で
め
る
。
即

ち
経
管
者

は

勢

働
を

ば
、、
然

る

べ
く
按
排

し
て
そ

の
龍
華
を
機
揮

せ
し

め
、
.勢

働

の
歎
果
を
大

な
ら

し
む

る
こ

ご
に
困
難

を
威

す

る
の
み
な
ら
す
、
繁

忙
期

に
際

し
て
労
働

の
供

給

不
足

に
苦

む
所

が
少
く
な

い
。

現
今

一
般
的

に
農
業
勢
働

の

供

給
不
足

の
事
實

が
あ

っ
て
、
そ

の
爲

め
に
、
種

々

の
問

題
が
表

は
れ

て
来

た
が
.
併

し
そ

の
供
給

不
足

ε
い
ふ

事
實

は
、
決

し
て

】
.年

中
を
季

均

し
て
渉
は
れ

で
来

る
現
象

で
は
な

い
。
農
閑
期

に
於

て
は
、
勢
働

の
供
給
は
決

し

て
不
足

せ
な

い
ば

か
り

で
は
な

く
、
却

っ
て
需
要

に
封

し
て
過
剰

を
告
ぐ

る
状
態

に
在

る
に
拘
ら
す

、
農
繁

期

に
於
て
は

、
俄

か

に
需

要

の
増
加
す

る
結

果

ε
し
て

、
供
給

こ
れ

に
釣

合

ふ
を
得

な

い
で
、
大

い
な

る
供

給
不
足

の
現
象
を

生
す
る
も

の
ε
す

る
。
從

て
問
題
は
實

に
季
節
的

の
問

題
な

の
で
あ

る
。

然

る
に
文
勢
働

者

に
取

っ
て
は

、
勢
働

が
不
牛

均

な
る

こ
ご
の
爲

め
に
被

る
苦
痛

は
更

に

一
層
多
大

な
ら
ざ

る

を

得
な

い
。

そ
の
生
活

は
之
が
爲

め
に
安
定

を
得

な

い
で

、
段

々
に
都
會

に
向

っ
て
農
村

を
見
捨

て
去

る
傾
向

を

強

か
ら

し
め
る
。

而

し
て
農
業
勢
働
者

は
、
そ

の
勢

働
需
要

の
不
孕

均
な

る
が
薦

め
に
、
軍

純
な

る
雇
傭
勢
働

者

嬉

し
て

は
、
立
行

き
難

き
事
情
多
一

、

一
面
小
規
摸

の
小
作

人
た

る
者

や
、
小
所
有
地

の
自
作
を
駕
す
者
や

が
、

そ

の
仕
事

の
蝶

々
に
雇
傭

勢
働

に
従
事
す

る
か
、
然

ら
ざ

れ
ば
農
業

以
外
他

に
職
業

を
有
す

る
者
が

、
や
は
り
そ

.

,



の
仕

事

の
暇

に
農
業
雇
傭

勢
働

に
從

ふ
こ
ご

Σ
な

る
の
風
が
段

々
出
來

上

っ
て
來

て
居

る
。

惟

ふ
に

一
面

小
自
作
.農
た
り

小
作

人
乾

る
者
が

同
時

に
雇
傭

勢
働
者
た

る
の
風

は
、
我
國

の
や
う

な
小
農

脛
轡

.

の
廣

く
行
は
れ

る
國

に
於

て
は
、

多

く
之
を
見

る
所

で
、
然

か
も
そ

れ
は
決

し
て
農

業

冠
し

て
不
健
全

な
状

態

ε

謂

ふ
こ
ε
は
出

來

阻
。
寧

ろ
輩
純

な

る
雇
傭
勢
.働
者

の
多

い
よ
り
も

、
此
種

の
労
働

者

の
多

か
ら
む

こ
ご
は
、
、
望

ま

し

い
所

ご
せ
な

け
れ
ば

な
ら

の
。

然

る
に
、
農

業
以
外

の
職
業

を
持

て

る
者
、
特

に
そ
の
女
子
が

、
農
繁
期

に

當

っ
て
雇

傭
農

業
勢
働

に
従
事
す

る
の
風
は

、
決

し
て
農
業

に
取

っ
て
好

ま
し

い
状
態

ご
ば
謂

ひ
難

い
。
農

業
ご
.

い
ふ
業
務

ε
、
之

に
與

は

る
人

々
ε
の
問

の
、
親
密

な

る
關
係
は

之
が
爲
め

に
傷

け

ら
れ
、
農

業
全
般

こ
し
て
の
、

.

健

實
性
を
多
少

ε
も

に
害

せ
ら

る

、
こ
ご

＼
・な

る
を
避
け
難

い
。

北

の
農

業
勢
働

の
不
孝
均

ε

い
、ふ
事
實

は
、
從

て
沢
之
を
國
民
経

済
上
及

び
砒
會
政

策
上

の
立
場

よ
り
見

る
も

甚

だ
好
ま

し
か
ら

ざ

る
種

々
の
結
果

を
齎
す

こ
ご

、
な

る
を
免

れ

諏
。
或
時
期

に
は
力

の
及
ば

ぬ
ほ
ご
繁
忙

で
、

天
成
時

期

に
は
殆

ん
ご
多

く
爲

す

べ
き
静
働

も
無

い
こ

い
ふ
や
う
な
瓶
態

は
、
勢
働

償
疽
を

し
て
十

分

に
獲

揮

ゼ
.

し
む

る
所

以

に
非

ざ

る
こ
・し
は
、
官

を
俟

た
ざ

る
所

で
、
孕

均
的

に
勢
働

の
行

は

る
㌧
場
合

に
比
し
、
国
民
経
済

上

の
大

い
な

る
損

失

た
る
こ
ε

を
謂

ひ
得

る
。

そ
し
て
農

繁
期

に
雇

傭
勢
働

の
供

給
が
不
足
す

る
に
於

て
は
、
自

ら

女
子
及

び
年

少
者

の
勢
働

が

、
過
度

に
用

ゐ
ら

る

Σ
こ
ε

Σ
な

る
を
発
れ
難

く
、
そ
の
傷

め
に
、
保
健

上
や
激

育

上
等

に
於

て
.
肚
會
政
策
的

に
好
ま

し
か
ら
ざ

る
結
果
を

生
す

る
に
至
る
を
常

ご
す

る
コ

さ
れ
ば
ε

て
肚
會

政

論

叢

農
業
舞
働
問
題
(三
)

第
十
三
巻
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三
雛

二
五
)

三
一
九
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.
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策
士

の
見
地

よ
り
、
農
繁

期

に
於
け

る
女
子

及

び
年
少

者

の
勢

働
を

制
限
す

る
こ

か
、
.瓦
は

「
般

的
.に
夢
助
時
間

鶏

を
限
定
す

る
ε
か

い
ふ
こ

ご
に
就

い
て

は
、

一
方

に
農

鳶
物
特

に
食

料
品

の
生
産
政
策

上

の
必
要

ご

い
ぶ

こ
ε
が

命

懸

・
・
れ
　

・
ば
隼

・
要
吝

・
童

均
的
・
働
素

・
於
　

・
・
蕎

藤

な
る
規
矩
.
瞭

準
響

犠

・
・
こ
巌

、
必
ず
・
・
欝

正
讐

と

す
・
・
嘉

出
講

ω

㎞
昌

何

れ

に
し

て
も
、
農
業
勢
働

が
季

節
駒

に
不
牛
均

な

る
事
實

は
、
農

業
勢

働
問
題

を
し

て
、
経
管
上

の
問
題

ε

脱

し
て
も
、
.將

文
勢
働
者
側

よ
b
見
た

る
問
題

`
し
て
も

、
甚

だ
困
難
な

る
問

題

π
ら

し
む

る
所

以

で
あ

っ
て
、
此

.m

の
糞

の
讐

は
・
問
警

歪

・
雰

に
養

せ
ら
れ
ね
ば
な
畠

所
挙

る
・
然
ら
ば
婁

鶴

の
霧

瞬

・
・奮

・
異
・
接

・
・
如
何
な
る
瑳

の
不
孝
均
を
示
す
奮

い
自

之
に
關
し
て
は
蓑

國
に
於
て
は
・

聯

盆

的
な
る
調
査

の
未
だ
塞

に
行
は
れ
砦

も
・
な
く
、
藪
に
之
を
的
確

に
示
す
・、
ざ
が
出
黍

蹲
る
.
・
ゴ

螂

吾
等
は
経
験
的
に
初
夏
よ
b
晩
秋

に
至
る
ま
で
を
農
業
上
の
夏
ε
七
て
農
繁
期

ご
見
、へ
冬
季
を
農
閑
期
ε
見
、
燃

焼

か
・
植
付
及
・
刈
入
時
期
…

最
・
繁
忙
　

時
期
量

・
過
毒

・
善

悪

二
毛
・
・
行
は
る
晶

地
方
・
在
・
荘

、
初
再

蓼

刈
取
・
て
、
・
・
跡
・
雑

・
て
田
・
手

、

一
面
苗
代
・
造
・
て
蓼

轡

漁

.総
懸擬
蕎
ポ覇
耀
轍慕
租雛
瓢
輔
験
隷
羅
饗
"拠
蹴

で
牧
穫
物
の
打
禾
や
籾
摺
を
寫
し
て
之
を
貯
藏
し
、
他
方
叉
水
田
を
乾
か
し
て
之
を
耕
耘
し
萎
播
き
を
終

る
ま
で

助

`

..一



は
、
や
は
り
可
也
繁
忙
で
あ
る
。
養
童
の
盛
に
行
は
る
」
地
方
に
於
て
も
、
や
は
り
春
翻
塒
よ
り
夏
秋
慧
時
に
至

る
ま
で
多
忙
な
る
次
第
で
、
冬
期
は

　
般
的

に
農
業
の
閑
散
な
る
時
期

ε
す
る
。
而
し
て
此
の
時
期
の
相
違
に
依

る
勢
働
の
需
要
は
、
之
を
敬
字
叉
は
曲
線

に
し
て
示
す
に
於
て
は
、
甚
だ
明
瞭
に
其

の
攣
動
の
状
況
を
窺
ふ
こ
ε

が
出
家
る
筈
で
、
其
の
攣
動
の
急
激
多
端
な
る
こ
ご
は
、
之
を
想
像
す
る
に
難

か
ら
ざ
る
所
思
す
る
。

尤
も
我
國
の
如
く
氣
候
の
差
異
國
内
の
地
方
の
異

る
に
依

っ
て
著
し
き
所
に
在

っ
て
は
、
頗
る
事
情

の
相
同
じ

か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
こ
ε
は
、
之
を
見
遁

し
て
な
ら
漁
所
に
属
す

る
。
而

し
て
暖
き
地
方

に
在
て
は
大
抵
二
毛
作

が
行
は
れ
、
其
の
所
謂
夏
期
な
る
も
の
も
、
右
に
示
す
が
如
く
頗

る
長
く
、
凡
を
九

ケ
月
に
及
び
、
叉
稻
の
植
付

の
如
き
も
比
較
的
長
き
日
数
の
間
に
之
を
行
ふ
こ
ε
が
出
水
る
か
ら
.
.其
間
の
勢
働
の
按
排
も
比
較
的
容
易
に
行

は
れ
得
る
。
叉
暖
き
地
方
に
在

っ
て
冬
期

ご
い
ふ
は
三
ケ
月
に
過
ぎ
す

、
然
か
竜
其
間
も
伺
ほ
田
圃
の
勢
働
が
あ

り
、
裏
作
の
爲
め
に
勢
働
を
必
要
ご
せ
ら
れ
る
か
ら
、
年
内
の
夢
働

の
不
孝
均
の
状
態
が
寒
国
地
方
ほ
ざ
著
し
く

は
な

い
。
然
る
に
寒
国
地
方
に
在

っ
て
は
、
農
業
上
の
冬
期
は
五

ケ
月
の
長
き
に
及
び
、
そ
の
間
"
は
全
く
田
畑

に
於
け
る
勢
働
は
な
く
、
所
謂
夏
期
は
七

ケ
月
ば
か
り
の
こ
.ε
で
、
稻

の
如
き
は
努

め
て
早
稻
が
栽
培
せ
ら
れ
、

植
付
も
刈
入
も
比
較
的
短
時
日
に
急
速
に
之
を
敢
行
は
な
け
れ
ば
な
ら

楓
。
從
て
此
等
の
地
方
に
於
け
る
農
繁
期

ざ
農
閑
期
ピ
の
問
の
勢
働

の
不
牢
均
は
暖
国
に
比
し
更

に
署
し
(
、
植
付
時
や
刈
入
時
に
於
け
る
勢
働
の
按
排

に

は
多
く
の
困
難
あ
る
を
思
は
な
(
て
は
な
ら
滋
。
特

に
冬
期
の
闊
敬
聴

に
在

っ
て
、
副
業
の
多
く
行
は
る
㌧
こ
ε

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(三
)

、第
十
三
趣

(第
】二
號

二
七
)

三
[=

.



」

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(三
)

鋪
+
三
巻

(第
三
號

二
八
)

三
二
二

な
き
所

に
於
け

る
勢
働
者

の
困
難

の
人
な

る

べ
き
こ

ご
は
、
最
も
注
目

に
値
す

る
次
第

で
あ
る
。

次

雫
欧
洲

に
在

っ
て
も
、
夏
期

は
農
繁

時
期

で
冬

期

は
農
閑
時
期

た

る
に
攣
り
は
な

い
.が
、
其

の
繁

閑

の
程

度

に
至

っ
て
は
、
個

よ
り
國

に
よ
り

、
地

方

に
よ
り
、

又
作

物

の
種
類

に
よ
り

、
そ
の
纒
管

の
集
約

の
程

度
に
依

b

同

一
で
な

い
。
.

ド

試

に
フ
ォ

ン
、
デ

ア
、

ゴ

ル
ツ
氏
が
濁
逸

の
農
業

に
就

い
て
其

の
地

方

に
依
b
作
物
地
帯

を
匠
別

し
て
、
各

々

其

の
繁

忙
親

ご
閑
散
期

ε
を
見

定

め
、
そ
の
各

方
に
於
け

る
勢
働

需
要

の
相
違

を
算

出
せ

る
も

の
を
見

る
ご
、
.葡

萄

の
栽

培

せ
ら

れ
る
地
方

は
三
月

一
骨

よ
り
十

一
月

十
五
日

に
至

る
ま

で
が
繁

忙
期

に
當
与
、
小
変
地

帯

に
在

っ

て
は
、

r三
月

二
十
五

日
よ
り
十
月
末

ま

で
が
農
繁
期

で
、

ラ
イ
姿
地

帯

に
於

て
は
、
四
月

十
六
日

よ
り

十
月
二
十

日

ま
で
を
以

て
繁
忙
期

ε
見

る

べ
き

こ
ご
に
な

っ
て

居

る
。
而

L
て
勢

働
者

】
人

の
實
際

勢
働
す

る

一
年

中
の
日
、

瓢

は
二
百
九
十
日
卒
均

ざ
見

る

べ
き
で

(
我
国

で
は

平
均
的

に
先

づ

二
百
四
五
十
日

に
過
ぎ
な

い
だ
ら

う

ピ
信

ぜ

ら

れ
て
居

る
)
今
之

を
各

作
物
地

帯

の
繁
忙
期

ε
閑

散
期

ご
に
割
嘗

て

』
見

る
ε
、
左
表

の
や
う

に
之

を
匿
刑
す

る

こ
ε
が
出
来

る
ξ
説

か
れ
て
あ

る
。

夏

期

冬

期

撫

I
k、」

翻
副

諭

劃
1
-
1
訓

劃

葡

萄

気

候

地

帯
.
:
・:

・
:

…

二
六

〇

一
一〇
七

}
〇
五

八

三

小

変

無

償

地

帯
…

…

・…

三

三

一
七
五

西

四

二

五
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ヲ

イ
変
然
候
地
帯
・:
・・:
・:
・・
一
入
八

一
五
〇
.

】
七
七
.

一四
〇

我
国

の
欺

態
は
、
濁
逸

の
状
態

よ
り
直

ち

に
之
を

推
論
す

る

こ
ご
を
許

さ
諏
が
、
右
示
す

敷
宇

の
如

き
も
、
敢

て
以
て
参

考

ご
爲
す

に
は
足

b
る
。

荷

ほ
ウ

イ
ゴ
チ

レ
ス
キ

ー
敏
授

が
引

m川
せ

る
所

は

、
甜

菜
栽
培

ご
牧
地
経
管

ξ
に
於
け

る
勢
働
需

要

の
攣

動

の

有
様
を

、
月
別

に
示

せ
る
も

の
で
、
之

れ
亦
参
考

に
供
す

る
に
足

り

る
。
調
査
は
百

ヘ
ク
タ
ー

ル
(約

百
町
歩

)
に

要
す

乃
労
働
延

日
数

の
三

年
間
雫

均

で
め

る
刃

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

一月

二
月

三
月

四
月

王
月

六
月

甜
菜
栽
培
・:

尭
誓
ロ
.
六壱
三

譲
0
義

五竜
壱

罵八二
λ

二三
三

一一豊
西

一「一〇人

圭
一・五

韻
ハ査

六杏
一・一

毫
ハ・穴

牧
地
輕
欝
・:
∴
空
・四

一召
人志

一舌
・六

一罫
一…⊥

念
先

売
・五

美
・　】

六　ハ三

八穿
昌

=
天
豊

玉
ユ・皿

西
τ
0

要
す

る
に
右
等

の
如
き
實
欺

よ
り
之
を
推
す

も
、

農

業
勢
働

の
不
李
均

な
る
事
實

は
、
そ

の

　
特
性

ε
し
て
之

を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら

澱
次
第

で
、
然

か
も
此

の
特

別
の
性
質

が
、
経
麟
者

に
取

っ
て
も
、
勢
働
者

に
取

っ
て
も

共

に
都
合

よ

ろ
し
か
ら
ざ

る
も

の
た

る
こ
ε
は

、
實

質

的
に
農
業
勢
働

問
題
を

孜
発
す

る
に
就

い
て
、
先
づ
以

て

・
十

分
注
意

さ
れ
な
け

れ
ば

な
ら

滋
所

に
旙
す

る
。
蓋

し
、
次

に
論
究
す

べ
き
勢

働
時
間

の
長
短

、
そ

の
制
限

に
聞

す

る
問

題
や
、
勢
働
賃
金

に
關
す

る
諸
問
題
や

の
如

き
、
農
業
勢
働
問
題
中

の
主
要
澗
題

は
、
何
れ
も
此

の
特
性

に
依
て
影
響

せ
ら
ち

」
所
多
く
、
之
を

顧
慮
す

る
こ

ご
な
く

し
て
は
、
研
究
は
行

は
れ
得

べ
か
ら

ざ

る
も

の
た

る

か
ら

で
あ

る
。

論

叢

農
業
野
蟄
問
題
(三
)

第
十
三
巻

'(第
三
號

二
九
)

三
二
三
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」

論

叢

農
業
勢
働
問
題
〔三
)

第
+
三
23廿

〔第
三
號

三
〇
)

三
二
四

ラロ

螢

働

時

間

の

問

題

く

.

農
業
に
於
け
る
勢
働
は
、
元
来
不
規
則
な
る
も
の
把
る
が
故
に
、
そ
の
勢
働
時
間

の
如
き
も
、
乏

を
工
場
工
業

の
勢
働

に
於
"
る
が
如
く

に
劃

一
的
に
限
定
し
難

い
。
即
ち
植
付
け
の
塒
期
や
収
穫
の
待
期
に
當

っ
て
は
、
勢
働

・
は
短
時
日
の
間
に
極
端
に
集
約
に
行
は
れ
な
け

れ
ば
な
ら

兎
必
要
が
あ

る
。
叉
家
畜

の
手
入
れ
の
如
き
も
、
家
畜

は
使
役

に
先
立

っ
て
之
を
飼
ひ
、
使
役
を
終
れ
ば
叉
之
を
飼
は
な
け
れ
ば
な
ら
の
の
み
な
ら
す
、
そ
の
身
燈
の
掃

除
も
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
組
。
叉
搾
乳
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
早
朝
之
を
行
ふ
必
要
が
あ
る
。
総

べ
て
斯
か

る
勢
働

は
、

一
日
何
時
間
勢
働
で
.
朝
は
何
時
よ
b
午
後
何
時
ま
で
ε

い
ふ
風
に
器
械
的
に
は
行
は
れ
難
.い
性
質

の
も
の
ご
す
る
。

そ
れ
に
又
農
業
労
働
は
、
天
候
の
影
響
を
被

る
所
人
な
る
が
爲
め
に
、
折
角
し
か
け
た
勢
働
も
雨
や
雪

の
爲
め

に
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
そ
れ
が
晴
る
れ
ば
休
む
だ
問

の
勢
働
を
急
速
に
取
返
さ
蹄
ρ
け
れ
ば
な
ら
諏
。
叉
霜

に

謝

し
て
果
樹
を
保
護
す

る
が
如
き
労
働
に
至
っ
て
は
、
例

へ
ば
米
國
加
州
の
蜜
柑
畑
な
ざ
に
於
て
之
を
見

る
や
う

に
、
警
報
に
依
て
眞
夜
中

ξ
錐
遇
、
急

に
働
く
必
要
が
あ
っ
て
、
ま
る
で
消
防
夫
の
仕
事
に
似
だ
や
う
な
勢
働
を

「

せ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
我
国
水
田
の
夏
期
の
水
廻
り
ゃ
出
水
の
際
の
防
備
や
害
虫
獲
生
時
の
勢
働

の
如
き
も
、
之

に
似
た
も
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
有
様
な
る
が
矯
め
に
、
勢
働

は
目
の
廻
る
ほ
ご
忙
が
し
い
か
ε
思

へ
ば
、
叉
木
本

意

な
が
駕

す

・
毫

な
森

ま
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
蚤

掛

っ
募

働
や
、
し
か
け
た
勢
働
を
急
に
攣
じ
て
他

,



の
勢
働
を
行
ふ
を
鯨
儀
な
く
せ
ら
れ
る
。
然
し
此

の
不
規
則
は
、
農
業
ε
い
ふ
業
務
が
自
然
的
の
業
務
た
る
性
質

・
上
よ
り
.し
て
、
技
術
的
に
止
む
を
得
ざ
る
所
な
り
ε
す

る
。
之
を
肚
會
政
策
的
の
見
地
よ
り
し
て
、
時
間

に
於
て

劃

】
的
に
限
定
す

る
こ
亡
は
、
或
程
度
以
上
は
、
所
詮
無
理
な
こ
ご
、
謂
は
ね
ば
な
ら

漁
。

例

へ
ば
劃

}
的
に

一
日
入
特
断
熱
働
制
を
布
き
、
女
子
ε
年
少
者

ε
の
夜
間
勢
働
を
絶
対
的
に
禁
止
す

る
ご
い

ダ

ふ
が
如
き
こ
ご
は
、
塗
く
貴
行
不
可
能
ε
は
い
へ
鋤
け
れ
ざ
も
、
そ
の
貴
行
上
に
は
、
、
.随
分
種
々
な

る
困
難
の
伴

ふ
べ
き
を
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

工
場
勢
働
は
機
械

の
働
ε
共
に
行
は
れ
、
建
物
内

に
閉
ぢ
込
め
ら
れ
π
る
不

健
康
勢
働
π
る
も
の
が
多

い
が
、
農
業
勢
動
に
至
っ
て
は
、
頗

る
自
然
的
労
働
な
る
が
爲
め
に
、
自
然
に
依
て
臼

然
的

に
導

か
齢
、
之
に
委
か
せ
て
置

い
て
も
、
目

に
飴
る
ほ
ご
の
勢
動
特
間
土
の
弊
害
は
出
て
楽
な

い
。
尤
も

一

口
に
農
業

ご
い
っ
て
も
、
農
産
製
造
業
の
如
き
に
至

っ
て
は
、
.そ
の
性
質
が
工
業
た
お
に
近

い
も
の
で
あ

る
か
ら

そ
の
勢
働

に
閲
し
て
は
、
工
場
勢
働
に
於
け
る
ε
同
様
な
る
規
律
の
行
は
れ
得

べ
き
鈴
地
が
多
い
。

叉

一
般
的
に
之
を
見

て
、
農
業
に
於
け
を
労
働
は
、
た
ゴ
器
械
的
に
あ
る
定
め
ら
れ
た
る
時
賜
だ
け
働
け
ば
そ

れ
で
よ
い
℃
い
ふ
風
に
は
、
行
き
無
漁
る
も
の
で
あ
る
。
勢
働
者
が
献
實
な
る
心
ざ
業
務
に
封
ず

る
興
味

ξ
を
以

て
、
螢
働
を
爲
す
に
於
て
甫
め
て
、
そ
の
勢
働
の
活
き
数
果
の
表
は
る
}
種
類
の
も
の
が
多

い
。
最
も
敷
多
き
農

業
勢
働
の
種
類
の
中
に
は
、
器
械
的
な
酵
働
も
階
分
有
る
け
れ
こ
も
、
然
し

一
般

の
傾
向

ε
し
て
漸
次
益

々
.器
械

的

の
勢
働
虎
ら
ん
ご
す

る
現
時
の
工
場
勢
働
に
比
し
、
農
業
勢
働
は
、
そ
の
勢
働
の
結
果
が
、
勢
働
者

の
誠
賞
典

論

叢

農
業
芽
働
問
題
書
じ

第
十
三
巻

(第
三
號

三
一
)

三
二
五



」

「

論

叢

農
業
勢
働
間
嬰

三
)

第
+
三
巻

(第
一醜
號

・三
二
)

三
二
六

咲

等

に
依
頼
す

る
所

多

き
こ
ε
は
、
.之
を
否
み
難

い
。

即

ち
植

物

の
栽
培
手
入
、

家
畜

の
飼
育

の
や
ケ
な
仕

事
ば

勢
働
者

に
誠
實

の

36
な

く
、

た

貰
あ

る
時
間

だ
け
器
械

的

の
こ

ε
を
し

て
済
ま
す

や
う

な
風
で
あ

っ
て
は

.
到
底

勢
働

の
飲

果
を
擧
げ

る

こ
ε
が
出
来

訟
。
而

し
て
そ
の

勢
働

は
不
断

の
注

意
を
必

婆
ご
し
、
勢
動
特
間
内

だ
、か
ら

.

勢
働
聴
聞
外

だ

か
ら

ξ

い
ふ
こ

ε
に
は
關
係
な
一

、
常

に
之

に
注
意

を
佛

ふ
を
必

要

ε
す

る
つ

一
寸

し
た
、不
淫
意

や
懈

怠

の
矯

め

に
、
そ
れ
迄

に
,行

は
れ
た
勢
働

を
し
て
、
全
然
徒
勢

に
締

せ
し
む

る

こ
ピ
は
、
屡

々
之
を
見

る
所

で
あ

る
9

そ

の
代
り
勢
働
者

は

、
勢
働

を
ば
や

＼
自
主
的

に
敢
行

ふ

二
ε
が
揖
來

る
。
人

の
監
督

を
受
け

て
人

に
方
寸
を

授
け
ら

れ
て
す

る
の
で

は
な
く

、
自

己

の
考

に
依

て
凋

立

に
自

由

に
選
澤
決

定
し
て
事
を
行

ふ

こ
ε
が
出

来

る
。

.

從

て
勢
働

に
伸

ふ
面
白
味

も

出

る
わ
け
で
、
又
庇

の
面
白
味

が
威

憧
ら
れ

る
に
依

て
勢
働

は
敷

果

を
翠
ぐ

る

こ
ざ

が
出
家

、
而

力
相

俟

っ
て
、
農

業

勢
働

の
特
性

を
形
造

る
次
第

で
あ

る
。
.
比
熱

は
實

に
農
業
勢
働
が
手

工
に
似
た

る
所

で
あ

っ
て
、
そ
の
労
働
は

勢
働
者

の
人
幣

巴
離

る

鳴
か
ら

ざ
る
關
係

を
有

し
、
全

人
幣

の
力
を
渡
投
ず

る
に

.

依
て
甫
め

て
勢
働

ε
し
て
有
敬

な

る
も

の
た

る
を
得

る
。

さ
れ
ば

こ
そ
農
業
勢
働

に
は
、
時
間

を
限

定
し

こ
れ

に

謝
す

る
賃

金
の
支

佛
は
.る

＼
よ

り
も

.
出

来
高

に
悉

じ
て
賃
金

の
支
桃
は

る

、
を
以
て
適
當

ξ
寫
す
場
合

の
多

い

次
第

で
あ

る
。
即

ち
勢
働

が
そ

の
妓
果

を
待

っ
て
甫

め
て
鱒
働

ε
し
て
償
億

を
有

し
得

る
性
質

の
も

の
が
多

い
か

ら

の

こ
ε
で
あ

る
。

「

.



「

.

弦

に
於
て
か
、
農
業
夢
働

に
封
し
て
は
、
工
場
労
働
に
於
け
る
や
う
な
、
劃

一
的
な
厳
重
な
、
勢
働
時
間

の
制

限
は
、
そ
の
實
行
困
難
で
又
そ
の
敷
果
も
薄

い
も
の
ご
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
從
て
そ
の
時
問
制
限
は
た
∫
正
常

的
な
る
標
準
を
與

へ
乃
こ

い
ふ
意
味
が
強
く
、
必
ず
之
を
強
制
貴
行
す

べ
し
ご
い
ふ
意
味
が
や
、
弱
く
な
り
勝
で

あ
る
。
同
碍

に
叉
そ
の
時
間
制
限

に
は
、
時
間
彿
範

に
於
け
る
勢
賃
算
定
の
標
準
を
爲
す
意
味
が
多
く
含
ま
れ
、

そ
の
標
準
以
上
の
長
時
間

の
勢
働
に
射
し
て
は
、

一
時
間
毎
に
標
準
勢
賃
率
に
謝
し

一
定
歩
合

づ
》
の
割
増
勢
賃

を
支
彿
ふ
こ
巴
Σ
す

る
意
味
の
も
の
ご
な
り
易
い
。
又
そ
の
勢
働
時
間

の
制
限
が
、
年
中
の
季
節
に
依
り
て
別
々

に
定
め
ら
れ
、
各
類
毎
に
標
準
勢
働
時
間
叉
は
強
制
時
間
を
定
む
を
こ
ε
、
な
る
が
例
で
あ
る
㏄
.

け
れ
ぜ
」
も
翻
て
之
を
政

ふ
れ
ば
、
現
今
工
業
こ
い
は
す
農
業

ご
い
は
す
、
そ
の
他

}
般
的

に
勢
働

に
關
し
て
時

間
制
限
が
必
要
ε
せ
ら
れ
、
勢
働
者
側
よ
り
そ
の
要
求
の
頻
b
に
行
は
れ
る
所
以
の
も
の
は
、
た
雲
勢
働
が
健
康

に
害
が
あ
る
か
ら
ご
か
、
そ
の
時
間
が
長
過
ぎ
て
身
神
の
疲
勢
を
来
す
か
ら

ε
か
、
乃
至
は
た
賞
勢
働
時
間

を
短

く
し
て
情
け
た
い
か
ら
ご
か
い
ふ
だ
け
の
こ
ε
で
は
決
し
て
な

い
。
過
長
時
間
の
勢
働
よ
b
生
す

る
弊
害
を
避
け

ん
ご
す

乃
意
味
も
時
間
制
限

の
要
求
中
に
は
、
固
よ
り
多
く
含
ま
れ
て
居

る
け
れ
ざ
も
、
そ
れ
ご
同
時
に
、
勢
働

う

へ

　

　

の
時
間
を

短
く
し
、
可
也
多
べ

の
暇

な
時
間

を
與

へ
ら

れ

ん
こ
ε
に
封
ず

る
要
求

が
、
含

ま
れ

て
居

る

こ
ε
を
見

遣
し

て
は
な
ち

粗
。
即

ち
今

の
勢
働
者

は
女
明
人

ε
し

て
文
明
人
ら

し
き
生
活
を

せ
な

け
れ
ば

な
ら

阻
。
然

る
に

た

ゴ
眠
.る
ざ
食

ふ

ε
勢

倒
す

る
ピ
だ
け
で
時
間

が
総

て
用

ゐ
霊

さ
れ
、
餓
暇

な

る
も

の
が
與

へ
ら
れ

な

い
で
は
、

論

叢

農
業
野
働
問
題
(三
)

第
+
三
巻

(第
三
號

三
一一;
.
三
二
七

22)ZessnerSpitzenberg,a.乱.0.S.44〔9.
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論

叢

農
業
労
働
問
題
(三
)

第
十
三
巻

(第
三
號

三
四
)

H三
二
八

九

ゴ
器
械

葡

の
牛
沼

し

か
爲
七
得
ら

れ

な

い
で
、

ε
て
も
文

明
人
ら

し
い
教
養
を
積

み
、
智

能

を
琢

き
、
.趣
味

を

空

し
減

て
快
適
な
・
生
噛

向
歩

道
・
を
見
出
す
・
晶

出
讃

.
ご、う
し
て
も

百

の
中
三

鷹

間

の
饒
暇
が
あ
っ
て
、
之
を
以
て
激
養
休
息
反
省
精
進

の
機
曾
を
與

へ
な
け
れ
ば
な
ら
海
.
斯
る
が
故

に
暇
を
與

へ
.

卓

の
爲
趨

勢
鯉

洞
々
制
限
せ
よ
手

ふ
の
が
、
鄭

ち
現
今
に
於
け
・
勢
働
制
限
の
諾

の
嚢

で
あ
・
。
,

」
此
の
醗
暇
に
謝
す
る
要
求
ε
い
ふ
意
味
が
含
ま
れ
π
れ
ば
こ
そ
、
聴
聞
制
限
は
、
之
を
工
場
勢
働

に
謝
し
て
も

翻
…
葡
荒
行
噛
理
由
め
る
こ
ξ
㌧
な
る
次
第
で
、
然
ら
ざ
る
限
ら
例

へ
ば
八
時
間
勢
働
制
円
い
ふ
が
如
き
劃

一
的

制
限
は
、
工
場

勢
働
に
樹
し
て
も
や
、
不
僚
理
の
も
の
ε
な
る
を
免
れ
組
。
何

ε
な
れ
ば
、
た
ε

へ
何
程
工
場
勢
働

が
器
械
凋
の
努
働
で
め
ら
う
ε
も
、

　
口
に
工
場
労
働
ご
い
ふ
も
の
N
中
に
は
、
千
差
萬
別
の
労
働

の
種
類
あ
る

講

究

ら
爺

澗
制
畢

、
乾
ゴ
疲
勢
を
避
け
不
健
露

な
る
勢
働
の
苦
痛
を
免
れ
し
め
を

い
ふ
や
う
な
・

超
γ
け
0
理
由
に
依
て
行
は
る
》
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
制
限
は

一
々
の
勢
働
種
類
に
就
き
、
そ
の
時
間
制
限
の
程

諾

㌻

現
極
め
て
?
そ
の
必
要

に
慮
じ
て
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
馨

で
、
疲
勢
の
程
度
そ
の
地
勢
働
有
害
の

程
度
が
で
工
業
勢
働
の
種
類
に
依

っ
て
相
同
じ
か
あ
ざ
る
限
り
、
之
に
謝
し
て
塑

的
な
る
時
間
制
限
の
行
は
れ

急

、
理
憂

合
蹟

こ
愚

な
る
か
ら
で
身

。
さ
れ
舗

老
中
に
は
現
に
、
時
間
制
限
の
問
櫃
を
、
た
璽
工

場
勢
働
の
疲
弊
救
済
其
他
の
意
味

の
方
而
の
み
よ
り
見
て
、
劃

一
的
規
律
に
反
勤
を
唱
ふ
る
人
す
ら
め
る
ほ
こ
で

あ
る
ρ
.

」

.



U

.

併

レ
現
今
の
正
し
き
理
論
ε
し
て
は
、
勢
働
時
間
制
限
の
必
要
は
、
之
を
勢
働
に
伴
ふ
苦
痛
弊
害
等
を
避
く
る

ご
い
ふ
消
極
的
の
理
由
ぜ
、
勢
働
者
に
飴
暇
を
與
ふ
る
ε
い
ふ
積
極
的
の
理
由

ご
の
両
方
面
が
併
せ
考

へ
ら
れ
ね

ば
な
ら
澱
。
ε
し
て
見
れ
ば
、
今
農
業
勢
働
に
閲
し
て
も
、
把
ゴ
そ
の
勢
働
が
餓
り
健
康

に
有
害

塚
ら
す
蓬
か
、

そ
の
勢
働

の
性
質
が
技
術
的
に
殿
重
な
る
時
間
制
限
に
適
せ
す
ε
か
、
そ
の
勢
働
が
自
主
的
に
行
は
れ
得
て
勢
働

者

に
苦
痛
を
與

ふ
る
所
天
な
ら
す
ご
か
い
ふ
だ
け
の
理
由
で
以

て
、
そ
の
制
限
の
不
必
要
を
唱
ふ
る
わ
け

に
は
行

か
ぬ
の
で
あ
る
。
固
よ
b
此
等
の
事
情
は
十
分
考
慮
中
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

躁
が
、
.そ
れ
ご
同
時
に
ゃ
は
b
文

勢
働
者
に
醗
暇
を
與
ふ
る
こ
い
ふ
方
面
の
理
酊
が
、
併
せ
考

へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
工
業
勢
働
者
が
文
明
人

ら
し
き
生
活
の
短
め
に
餓
暇
を
必
要
ビ
す

る
が
如
く
、
農
業
勢
働
者
も
之
れ
ご
同
様

に
文
明
人
ら
し
き
生
活
を
駕

す
要
求
を
有
し
、
叉
そ
の
爲
め
に
鯨
暇
の
必
要
を
威
す

る
次
第
だ
か
ら
、
此
の
意
味

に
於
て
工
業
勢
働
者

に
謝
し

て
勢
働
時
間
制
限
の
必
要
あ
ら
ば
、
農
業
勢
働
者

に
謝
し
て
も
同
様
に
そ
の
必
要
が
あ
る
。
否
實
に
工
業

ε
い
す

は
農
.業
窪
い
は
す
、
.あ
ら
ゆ
る
種
類
の
勢
働

に
饗
し
て
そ
の
必
要
あ
る
も
の
ご
す
る
。

唯
併
し
乍
ら
、
勢
働
時
間
射
限
の
問
題

が
、
右
述
の
如
く
そ
の
消
極
的
理
由
蓬
積
極
的
理
由

ε
よ
り
し
て
成
立

つ
も
の
な
り
ご
せ
ば
▼
.農
業
労
働
の
性
質

よ
軌
凍
る
所

の
、
上
に
縷

々
論
示
せ
る
所
の
諸
事
情
は
必
ず
や
十
分
に

顧
慮
せ
ら

る
べ
き
で
あ

っ
て
、
之
が
顧
慮

の
行
は
る
、
限
り
、
そ
の
制
限
に
翻
す
る
規
律
が
、
工
場
勢
働

に
於
け

る
ご
.
や

、
面
目
を
異
に
す

べ
き
も

の
あ
る
こ
ど
は
、
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
煽
。

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(三
)

第
十
三
巻

(第
三
號

三
五
∀

三
二
九

巳

.



論

叢

農
業
舞
働
問
題
三
)

第
+
三
巻

(第
三
號

三
山ハ)

三
三
C

即
ち
先
づ
農
業
勢
働
は
季
節
的

に
甚
だ
不
雫
均
な
る
性
質
を
有
す
る
も
の
た
る
黙
を
顧
慮
す
る
に
於
て
は
・
そ

の
勢
働
時
間
制
限
は
、
普
通
工
場
勢
働
に
封
ず

る
が
如
く
、

一
年
中
を
通
じ
平
均
劃

一
的
に
例

へ
ば

一
日
八
時
間

制
こ
な
す
が
如
き
を
適
當
ε
せ
な

い
こ
ピ
Σ
な
る
。
さ
れ
ば
巴
て
、
そ
の
制
限
を

一
年
内

に
於
て
例

へ
ば
二
千
五

百
時
間

ビ
定
む

る
ご
い
ふ
が
如
さ
制
度
も
、
農
業
勢
働
者
が
悉
く
年
中
を
通
じ
て
雇
傭
さ
る
、
も

の
に
あ
ら
ざ
る

限
り
、
即
ち
或
季
節
に
於
て
の
み
、
或
は
た
ゴ
日
々
の
雇
傭
ε
し
て
随
時
必
要

に
慮
じ
て
雇
傭
せ
ら
る
》
も
の
た

る
限
b
、
實
行
上
甚
だ
数
果
薄
き
こ
ε
、
な
っ
て
し
ま
う
。

さ
れ
ば
農
業
勢
働

に
於
け
る
持
間
制
限
は
、
決
極
こ

う
し
て
も
季
節
的
に
之
を
定

め
、
年
内
を
幾

つ
か
の
季
節

に
分
ち
、
そ
の
季
節
毎
に
之
に
封
ず
る
最
長
勢
働
時
間

の
限
定
を
駕
す
ε
い
ふ
こ
ご
に
す
.る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
制
限

の
長
短
は
、
冬
季
毎
に
於
け
る
農

業
繁
閑

の
程
度
を
見
計

っ
て
定

め
ら
れ
る
こ
ご
》
な
る
は
勿
論
の
義
で
あ
る
か
ら
、
斯
く
す

れ
ば
、
雇
主

に
取

っ

て
も
都
合
よ
き
こ
ご
玉
な
り
、
勢
働
者
亦
農
業
勢
働
者
た
る
限
り
、
、之
を
不
修
理
ε
は
考

へ
な

い
の
で
あ
る
0
1

次
に
農
業
勢
働
は
そ
の
性
質
上
天
候
そ
の
他
の
事
情

に
依
り
限
定
さ
れ
た
る
標
準
時
問
以
上
の
長
時
間
勢
働
を

駕
す
の
必
要
に
迫
ち
る
』
こ
ご
は
、
見
れ
難
き
所
な
れ
ば
、
そ
の
必
要
の
爲
め
に
、
或
季
節
を
限
り
、
叉
は

一
年

丙
随
時
に
、

一
定
時
間
徴
の
超
過
勢
働
を
認
む
る
こ
ε
N
す

る
は
、
實

に
制
度
ε
し
て
已
む
を
得
ざ
る
所
に
験
す

る
。
而
し
て
此

の
超
過
勢
働

の
許
さ
る
べ
き
日
数
を
限
定
し
て
、
そ
の

一
日
の
超
邁
時
間
は
例

へ
ば

　
日
二
時
間

ε
い
ふ
風
に
之
を

一
蹴
す
る
か
、
そ
れ
ε
も
日
数
も

一
日
の
超
過
時
間
敬
も
之
を
限
定
せ
ず
、
た
∫
総
詔
過
時
間



敷

だ
け
を
限
定

し
て
、
必

要

に
懸

じ
て
行

は
し
む
る

こ
ε

、
な
す

か
も
、
制
度

ε
し
て
は
別
ち
致

へ
ら

れ
る
。

雇

主

の
別
便

よ
り

い

へ
ば
、
た

証

府
間
数

だ
け

制

限

さ
れ

て
一
日

の
超
過

時
間
敷

に
制
限
堆

き
を
便
利

こ
す

べ
き
で

あ

る
が
、
勢
働

者

の
利
益

蓬
制
度

の
精

耐
ど

よ
り
之

を

い

へ
ば

、

「
日

の
超
過

時
数

の
限
定

さ
れ

た

る
を
以

て
優

れ
り

ε
す

べ
き

を
疑

ふ
こ
ご
が
出

來

諏
。

総

て
斯

く
の
如

き
考
慮

よ
り
し

て
、
農

業
塑
働

に

封
ず

る
時
間

制
限

は
、
先

づ
之
を
季
節

に
分
ち
行

ふ

こ
ε

、

標

準
制

限
以
上

一
定
限

度
の
超
過

勢
働
を
許
す

べ
き

こ
ε
』
t

る
は
、
洵

に
止

む
を
得
ざ
乙

所

ご
せ
な
け

れ
ば

な

ら

諏
。
然

し
街
ほ
残

る
問

題
は
、
同
じ
C
季
節

を
分

つ
に
し
て
も

、
限
定

さ
れ

だ
る
標
準

勢
働

時
間

は
、
季
節

の
匪

別

に
ば
關
係
な
く
、
年
中

を
通
じ

て
之
を

一
定

し
、
例

へ
ば

一
日
八
時
間
制

ご
寫
し
、
た

ゴ
季
節

に
よ

り
時

の
必

要

に
懸

じ
て

一
定
限
度
内

の
超
温

熱
働
を
許
す

こ
ε

」
す

べ
き

か
、
そ

れ
ε
も

、
各

季
節
毎

に
豫

め
そ
匹
必

要
を

見
計

っ
て
、
其

の
標
準
限

定
時
間

を
異

に
し
、
然

か

も
街

ほ
、
或

季
節

に
謝

し

て
は

一
定
限

度
内

の
超

過
螢
働

を

認
む

る
こ
ξ
に
す

.る
か
、
乃
至
は

叉
、
季
節

に
依
り

標
準

限
定
時
間

は
別
々
忙

之
を

定

め
。
π
ゴ
超
過

労
働

だ
け

は

一
定
日
数
久

は

一
定
絡

時
間
敷

を
限
り

て
年
中
随

時

に
必
要

あ

る
時

に
之
を

許
す

こ
ε

、
す

る
か
ε

い
ふ
制

度

の
定

め
方

に
聞
す
.る
問
題

之
で
あ

る
。

一椎

ふ
に
此
等

の
制
度
上

の
問

題

は
、
国

々
の
事
情

に
よ

り
最
も

よ
(
之
に
適
す

る
や
う

に
之
を
定
む

べ
き
も

の

な

b
ε
論
断
す

る
の
卦
は
な

い
ρ
理
論

上
は
制
度
、の
精

神
を
最
も

よ
く
獲
撮

し
、
然

か
も

同
時

に
最
も

よ
く
國

々

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(三
)

第
十
三
巻

(第
三
號

三
七
)

三
==

●

.

.



論

瀞
}

農
業
労
働
問
題
〔三
)
.

第
レ
三
巻

(第
三
號

三
八
)

三
三
二

叉
は
地

方

々

々
の
實
際

事
情

に
適

合

せ

る
制
度
を
立

つ
る
を
以

て
可

ε
す

る
ご
言
ひ
得

る
に
過

ぎ

諏
、
然

し
假

り

に
我
国

の
事
情

に
照

し
て
之
を
政

へ
て
み
る
ご
、
我

国

の
や
う

に
、
寒

帯

よ
り
熱
帯

に
跨
れ
る
領
土

を
有

し
、ゴ
從

て
.作
物

の
種

類
、
農
業

の
組
織
等
地

方

々
々
に
依
て

頗

る
面
目

を
同

う

せ
ざ

る
状
態

を
有

し
、
農

繁
期

農
閑
期

の

塵

別
も

=
律
に
は
吉

ひ
難

く
、
要
す

る
に
地

方

に
依

っ
て
農
業

の
賞
状

の
苗

し
く
相
違

せ

る
国
柄

に
在

っ
て
は

、

法
規
を
以
て
制
度

こ
し
て
あ
ま
り
窮

窟
な

る
限

定
を

爲
す

こ

ε
は
、
許

さ
れ
ざ

る
所

に
騙
す

る
。

そ
れ
ば

技
術

的

に
實

行
不
可
能

で
あ

る
し
、
叉
可
能

な

る
限
度

の
も

の
ε
な
す

も
實
敷

の
塞

が
b
難

い
も

の
ご
な

る
恐

が
あ
る
。

全
國

に
捗

る
制

度
ど
し
て
は
、
愁
ら

く
は
、
.年
中
を

通
じ
て

一
日
標
準
勢
働

河
時
間

ご
定

め
、

一
年

四
に
於
て

一
・

定
日
轍
叉
は

一
定
総

時
間

敷

の
超
過
勢

働
の
行

は
る

ン
を
許
す

こ

ご

、
か

る
ε

い
ふ
が
如

き
を
以
て
、

最

も
安

密

な

る
も

の
巴
爲
す

で
め
ら
う
。

次
に

.
勢

跡
時
間

制

限
の
問
題

を
講

究
す

る
に
就

い
て
併

せ
致

ふ

べ
き
は
休

日

に
關
す

る
こ
ε
之
れ

で
め
る
。

隊

米
諸

國

に
在

っ
て
は
、
日
曜

日

に
勢
働
を
休

む
習

慣

は

一
般
的

ε
な

っ
て
居

る

か
ら

、
農

業

に
於
て

も
日
曜

日

休

日

に
關

し
て
は
殆

ん
ご
問

題

ε
な

る

べ
き
ほ
こ
の
も

の
が
な

い
。
そ

し
て
日
曜
以
外

の
休
日

に
至

っ
て
は
、
宗

激

の
異

る
に
依
て

少

か
ら
ざ

る
差

異
あ
り
、
新

激
嬉
蓄
激

己
異

る
に
從

ひ
國
を
異

に
す

れ
ば
勿
論

の
こ
ご
、
同

一

、

國
内

に
在

っ
て
も
休

日

の
敷

に
相
違
が

あ
る
。

言
ふ

迄
も
な
く
蕾

敏
捷

の
問

に
は
休
日
が
多

い
。
.

さ
れ
ば

欧
米

に
在

っ
て
農
業
勢
働
時
間

の
制

限
を

規
定
す

る
ざ
な
れ
ば
、
や
は
b
工
業
勢
働

に
於
け

る

ε
同

じ

甲



」

邑

,

　や
∴
緊
に
酒
例

へ
.ば

一
日目
八
時
間

一
週

四
十

八
肺府
間

ご
い

ふ
風

に
制
規

を
一疋
む

る

こ
ぜ
}
な

る
o

.

然
右

に
我
国

に
在

っ
て
は
、

】
般
的

に
日
曜
休

業

の
習
慣

が
な

く

、
都
會

の
職
人

の
間

に
は
朔
日
十

五
日

を
休

頓
習
慣
ぽ

み

る
げ

れ
こ

も
、
農

業

に
は
そ

ん
な
常

規
的
な
習
慣
も
少

く
、
た

ゴ
盈
正
月

や
、
田
植
後
や
刈
入
後

や

其
他
帥
肚
佛
閣
の
祭
禮
日
℃
供
養
日
に
業
を
休
む
に
通
語

。
概
し
て
勢
働
休
業
共
に
不
規
則
な
の
が
其
の
賞
状

耐
あ
駕

,
欝
で
勢
働
糾
限
の
問
題
に
閲
し
て
も
、
欧
米
に
於
て
問
讐

な
ら
ざ
る
此

の
定
休
日
に
關
す
る
問
題
が

我
.國
に
於
て
ば
相
當

に
困
難
な
る
問
題
だ
る
べ
き
を
思
は
な
し
て
は
な
ら
漁
。

　
　

ノ

　

ほ

最
後
に
、
農
業
に
於
け
る
勢
働
時
間
制
限
に
關
す

る
諸
国
の
實
例
を
窺

つ
.て
見
る
。

鐙

に
奮

て
皆

纂

工
業
欝

考
量

す
る
肚
會
繁

的
襲

が
早
C
よ
り
行
は
れ
た
る
に
反
し
、
農
業

訂

再

戦

て
皆

藷

覆

審

各

饗

與
へ
ら
れ
・
彼
の
票

数

衆

き
蓬

的
叢

競

走
す
・

或
聯
邦
内
に
は
依
然
ε
し
て
歎
力
を
保
絶
し
て
來
た
が
・
電
命
欧
府
は
総

べ
て
此
等
を
屡
止
し
、
勢
働
時
間

に
樹

ラ
ン
ド
ヘ
ア
ベ
イ

ヅ
ヘナ

ル
ト

ス
レ
ク

し
で
も
.
制
限
和
設
く
る
こ
ε
＼
な

っ
た
り
即
ち

一
九

一
九
年

一
月

二
十
四
日

に
公
に
さ
れ
π
る
農
業
勢
働
制
規

t
依

っ
て
、

一
年
を
三
期

に
歴
分
し
、
其
の
第

一
の
四
ケ
月
間
に
於
て
は
卒
均
八
時
間
、
其

の
第
二
の
四
ケ
月
間

に
於
て
は
孕
均
十
恥
間

、
そ
の
第
三

の
四
ヶ
月
間

に
於

て
は
牢
均
十

一
時
間
ざ
定

め
、
そ
の
以
上
の
超
過
時
間

に

醐
臠
し
て
は

」特
別
の
賃
金
率
を
定
む

べ
き
も
の
ε
し
π
。
而
し
て
實
行
止
の
解
繹
ε
し
て
は
、
例

へ
ば
雫
均
八
時
間

響

定
道

艇

る
西
高

間
謎

て
は
、
理

工
・
月
間
晃

櫨

忌

、
他
の
二
・
月
間
は
七
時
型

含

・

論

叢

農
業
労
働
燭
趣
(
三
)

錆
土
…
一巻

〔第

三
號

三
九
)

三
三
一二



論

叢

農
業
労
働
問
題
(三
)

第
十
三
巻

(第
三
號

四
〇
)

三
三
四

ホ
　
フ

ピ
も
許
さ
れ
、
平
均
八
時
間

ε
な
れ
ば
よ
い
ε
せ
ち
れ
る
。
而
し
て
文
勢
働
者
が
雇
主
の
農
場
よ
り
勢
働
の
場
所

に
往
復
す
る
時
間
は
、
制
限
時
間
中

に
加

へ
て
計
算
す

べ
.き
も
の
ε
し
.
勢
働
中

の
休
息
、
勢
働
用
家
畜
が
飼
料

を
食
す
る
時
間
等
は
、
制
限
時
間
中

に
加
算
せ
ざ
る
も
の
ε
な

っ
て
居
る
。
省
文
こ
の
制
限
時
間
以
外
の
勢
働
は

之
を
許
さ
澱
の
で
は
な
く
、
た

ゴ
そ
の
超
過
時
間

の
勢
働
に
封
し
て
、
割
増
賃
金
を
支
佛
ふ
べ
き
も
の
ε
せ
ら
れ

π
る
こ
亡
、
前
述

の
如
く
な
る
を
忘

れ
て
は
な
ら
ぬ
。
從
て
此

の
制
限
は
絶
対
的
の
労
働
制
限
で
は
な
く
、
所
謂

グ
レ
可↓
ラ
ーバイ
ツ・ヅ
ア
イ
ト

蜘

正
常
勢
働
時
間
を
定
め
だ
る
も
の
た
る
に
渦
一ぎ
澱
。

次
に
チ

干
コ
、

ス
ロ
ヴ
オ
キ
ア
は

一
九

一
八
年
十
二
月
の
法
律
を
以
て
、
日
傭
、
.週
傭
、
月
傭
等
の
農
業
勢
働

・者

の
勢
働
塒
間
は

一
日
八
時
間
或
は

一
週
四
十
入
時
間
を
超
過
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の
ε
定

め
た
。
但
し
四
週
間
に

.

就
き
百
九
十
二
時
間
を
超

へ
ざ
る
限
り
に
於

て
は
、
右
の
制
限
を
攣
更
し
得

べ
き
も
の
ε
せ
ら
れ
て
居
る
。
術
ほ

不
可
抗
力
、
不
時
の
出
來
事
、
公
共
の
利
益
、
そ
の
他
緊
急
の
必
要
あ
る
場
合
に
は
、
地
方
官
聴
は

一
ケ
年
内

に
四

週
間

一
日
二
時
間
を
超

へ
ざ
る
範
園
内
に
於
て
、
労
働
時
賑
の
増
加
を
許
可
す
る
を
得

べ
き
も
の
ε
せ
ら
れ
て
あ

る
。
そ
し
て
総

べ
て
制
限
標
準
時
間
外
の
勢
働
は

一
ケ
年
二
十
週
間
叉
は
二
百
四
十
時
間
を
超
過
す

べ
か
ら
ざ
る

も
の
ε
す
る
。
又
深
夜
業
即
ち
午
後
十
時
よ
り
午
前
五
時
に
至
る
間

の
勢
働
は
、
仕
事
が
書
間

に
完
全
に
終
了
せ

ざ
り
し
場
合
に
限

り
許
さ
る
》
も
の
ピ
な
っ
て
居
る
。

次
に
伊
太
利
に
在

っ
て
は
、

一
九

一
九
年
三
月
中
に
農
業
雇
主
側
ε
勢
働
者
側
ご
屡
次
會
議
し
て
終

に
日
傭
野

働
者

の
勢
働
時
間
を

一
日
八
時
間
ε
定
め
、
止
む
を
得
ざ
る
場
合
に
は
割
増
賃
金
の
下
に
超
過
勢
働
を
駕
す
を
得

23)Dr.Mendelson,Der

IgIg,S.12ff.

24)同 上
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挿

る
旨
を
議
決

し
た
。
而
し
て
叉
同
國
の
、農
工
商
業
に
通
じ
適
用
さ
る
べ
き
勢
働
時
間
制
限
に
閲
す
る
法
案
は
、
や

は
む

一
冒
八
時
冊

一
週
四
十
八
時
間
制
を
探
り
、
季
節
的
緊
急
の
事
情

に
依
b
そ
の
必
要
み
る
時
は
、
此
の
制
限

を
超
過
す
る
を
得
る
も
の
ε
し
、
こ
の
超
過
勢
働
は

一
日
二
時
間
若
く
は

】
週
十
二
時
冊
を
超
ゆ

ぺ
か
ら
ざ
る
も

の
ε
定
め
、
超
過
勢
働

に
饗
し
て
は
、
普
通
賃
金
璽
の
十
二
割
五
分
を
下
ら
ざ
る
牽
を
以
て
、
賃
金
を
支
胡
ふ
ペ

り

き
も
の
ε
し
て
居
る
。

街
ほ
英
国
に
在

っ
て
は
、

一
般
的
な
る
農
業
勢
働
制
限
規
定
は
設
け
ら
れ
て
居
ら
楓
が
、
穀
物
生
産
法
に
擦
り

.

賃
金
局
の
決
定
す
る
嚴
低
賃
金
の
標
準

ε
な
る
勢
働
時
間

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
ウ

エ
ー
ル
ズ
に
於
て
は
、
成
年

男
子
夏
期

一
週
五
十
聴
聞
冬
期

一
週
四
十
入
時
間

ξ
な

っ
て
居
る
。
愛
蘭
に
於

て
は
季
節
に
拘
ら
す

一
週
五
十
四

時
間
で
め
な
。
佛
蘭
西
に
在

っ
て
は
ま
だ
十
分
な
る
決
定
を
見
る
に
至
ら
な
い
。

諸
国
の
實
例
は
、
大
様
上
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
猫
逸
其
他
の
決
定
せ
る
規
律

に
就

い
て
之
を
見

る
も
、
そ

の
馨
働
制
限
は
術
ほ
未
だ
標
準
的
勢
働
時
間
を
規
定
せ
る
に
過
ぎ
な

い
で
、
謂
は
～
賃
金
算
定
の
基
礎

嬉
な
る
べ

魯
正
常
的
標
準
勢
働
時
間
を
定
め
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
嫌
あ
る
こ
ざ
は
、
見
遁
す

べ
か
ら
ざ
る
所
に
旙
す

る
。
然
る

覧
今
や
要
求
せ
ら
る
}
所
は
、
更

起

一
歩
を
進
醐
て
、
勢
働
者
に
飢
暇
を
與

へ
る
ご
い
ふ
意
味
に
於
て
、
眞
實

の

勢
働
制
限
の
設
け
ら
れ
.ん
こ
ε
に
存
す
る
。
然
し
此
要
求
が
農
業
に
於
て
も
容

れ
ら
れ
得

べ
き
ゃ
否
や
。
現
に
第

三
回
國
際
勢
働
會
議

に
鳳
、
此
起
聞
す

る
問
題
も
議
題
ご
な
っ
て
居
る
が
、
如
何
な
る
議
決
を
見

る
に
至
る
か
。

そ
の
決
議
己
議
事
の
問
起
表
以
る
ム
多
く
の
意
見
ビ
は
、
此
の
問
題
の
研
究
上
に
且
.
大
い
に
参
考
ぜ
な
る
所
が

あ
り
得
る
で
あ
ら
う
。
(未
完

〕

齢

叢

農
業
労
働
問
題
(三
レ

・第
「
三
巻

(第
三
號
9
四
こ

三
三
五 .25)農 務 局 調 査

26)・ 同 上

、

.


